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第 2 章では、鬼怒川洪水直後に発信された 100,000 件以上のツイート情報を調べて、
そのうち被災域やその周辺域から発信されたと思われる有益なツイートを 104 件(以降
の章では 170 件)抽出している。抽出方法には、ツイッターの Application Programming 



















Support Vector Machine, Naive Bayes, K Nearest Neighbours, Decision Tree, Random 
Forest, Logistic Regression の 6 つの方法の特徴を整理するとともに、上記 170 のツ
イートを教師データと検証データに分けて、どの分類方法が適するかを調べた。その結
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果、Naive Bayes を除く 5 つの方法は同程度の精度となり、概ね 60 %以上の正解率が確
保されていることが示された。また 170 のツイートを全てテストデータとして使用して、
別途入手した 7,269の鬼怒川洪水に関連するツイートの分類を試みた結果、特に Support 


































（３）判別分析の他にも 6 つの分類手法を比較検討した結果、 Naive Bayes を除く 5
つの方法は同程度の精度となり、概ね 60 %程度の正解率が確保されていることが示さ
れた。また 170 のツイートを全て教師データとして、別途入手した 7,269 のツイート
の分類を試みて、分類の結果を Recall Rate と呼ばれる再現率で評価した結果、 SVM








（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成 31 年 1 月 21 日、論文
内容とそれに関連した事項について試問を行い、申請者が博士後期課程学位取得基準
を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表に
際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。  
 
